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 近年、従来の抗菌薬が効かない薬剤耐性菌が出現とともに、感染症の予防や治療が困難な症

例の増加が国際的にも問題となっている。この対策として、抗菌薬の適正使用は重要な課題と

なる。本論文は、昭和大学藤が丘病院で抗菌薬適正使用支援チーム（AST）の専従薬剤師とし

て、カルバペネム系抗生剤のデ・エスカレーション療法（DE）の実態を調査した論文である。

調査期間中 68.7%の患者で ASTの介入により抗菌剤の使用方法の変更が行われた。これにより、

狭域抗生剤に変更する率が有意に増え、治療を継続する率は有意に減少した。その結果、カル

バペネム系抗生剤の使用量を有意に減少させることが可能となった。また、これらの現状と他

施設での結果との比較についても文献を交えながら理路整然と考察していた。最後に AST のマ

ンパワーの問題等の限界に関しても十分に述べられており、今後の研究にも期待が持たれる内

容であった。また、本論文は DE の内容を明確化したことに新規性があり独創的で、結果も臨

床に直結する内容である。 

 以上のことから、本論文は本学大学院学位論文（博士）審査基準満たしており、学位論文に

値すると判断した。 
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